
尾道を歩く｢パー ト● ｣(鍛冶

屋町小路から渡し場通りまで)秋風に誘われ心も軽く､過ぎ去った商港の繁栄の証を探してぶらりぶらり

と商都 ｢おのみち｣の足跡をたどりま

しょう｡そこかしこに残る路地には井戸

がまだ残っており､九州 ･北陸の問屋との商取引跡が見られる住吉神社の石造物を観票すれば
､
さらに興味が高まり尾道の

魅力を再発見でき るかもしれません
｡
｢ぶら探 訪の醍醐味｣ を満喫できるお散歩感覚の 尾道歩きを楽しみましょう｡
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薬師堂溝のクレーン(現在は公衆電話
にしてモニュメント)

尾道近代化遺産の｢元宮 遵海産｣のビル
｡

FFFII F

謁阿〔⊃田r､口｢電

｢う罰 rn
__
=

_





ぶち採肪 rFeii歩き Jt-ト3｣のコース層蕗臼と
貝ところの提所(●d])
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石柱には｢中世 其阿跡など刀弧 台｣が庄

∴ ∴ !∴ ' t.:･ ∴ ･･:LJ -I::... I ㌦ ∴ ･ -I
(そ0)後qjEW liになる)があった･ を作っていた.や I l

小路を行くと軌古屋はなく
､家屋が壊され古い最や建物が見えるのでEjが止まる.

二 三

車 表i / 二 ･}この敷
地の左側が安田現行の延年勿跡である.

二 _ 盛 盛(逮 _ ._ _. , ≡ .:- この通りが｢浜の小指｣である.

遷中に元首正芳会社の戦前の建物かある. 浜の小

路を下って来たところ. 石の駐車場とその時の敷it9に
r安EBiR行尾適支店｣が

あった. 黒い土蔵造りの壱ながらの蓮蛋 ,uq･h

lI. 1 ･.:

-j 芋 ; . ∴･･ ` . 1' -‥ ･ 了 ∵ ∴ :
.･･'■■ .三塁｣とある. 御調0])に入る. この街道の遁矧at=尺(

約22rn)のきまりであった｣とある.偶の｢
井戸｣
も注 意して観禁しよう

.

ご

ー
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r
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L尾髄.I I Ti ': ー一〃川J.臥 ..･

(･ajA萄 惑 欝｢夢の上｣浸し細 った住吉浜の岩壁のワレ~ン･ 1 p 禁 吊 車讐 諾q～;oTqi
ti=i･艶 '%Ta ar=Ot%=R,TjLjた 蒜 を覗く.石｡は運紺 分

の機械がして保存されている･ ぁり､左lま｢公衆匂馴 こ

なっている.ー- / 面白い試みである.荘古沢のせt.昭和粥 ftこうはガンギuあ ■■■- ■■■■'~

晶 協 黙 転義要語欝謂 房諾重き濃 宴芳牒 ‰ 驚 霞読 鷲翫 親しをして
いた･ でにぎわっていた机 号は寂れてしまってしをしていた.

石の喜郎 戦前からあった相 とは乱 ､少し F欝 わってLT=27yl変わっている. 対岸の同島｢

彦の上｣地区の風景. 岩 肌が見えるところが石切り場で昭和20
年代ご ろ la石を割る害がしていた.海岸には

石の破片が 多 圭 に敵∈ぼってい る.庄



r天照皇大神宮｣の碑で｢苫延元庚申｣の和暦

がある.左が｢木m 社｣拝石.(ロは玩めなかった)嘉g o'ciag2簡 よさ監冠驚 詣 三Irjf,t 表 btf'気rg,L籍 払 崇
県 し哲 ｣の 広蓋詣 蓋荒島'ifo,nSfgqf腰 と議との名前がある･ 粟町 4上善的｣の

名前が気になった.玉垣には､尾道住吉浜に
笥湾した各地の国名と頚や船主名か刻まれている.地矧まEj本海側の筈地や九州､瀬戸内海の地域0-JJdl▼■ ー

_iy刀石が瞳かれている. これには｢刀石 西濃五十三メ日 新助 長遠
野且か 和t: 葛こき育/T 圧的 金肋｣の岩

が刻まれ｢書書永田辛亥五月言Ej 百億作｣とある.

iL=■■■■■■-:: ' ':



一事ー●ニ

■■■■■■l■庄吉神社の社殿を後方から見る.この)
辛は芸州藩の平LU角左衛門が尾道町奉行として寛保元

で､埋め立てか完成すると浄土寺にあった住吉明神社の神殿をこの地に移した.平山奉行の徳
に感謝して境内に｢平LLJ票神社｣を亮巳っている.
(平LU角を衛門は尾連の名iF市民で

ある)明治29年には済問屋の人々によって平LU撃行
の頒徳碑が建てられている.(垂は浄土寺にある)

曲 言 十 ｡ ｢小川久兵衛回漕店は士堂にあっ

た海運葉書の店である.｢松永 中ノ町丸

Lu茂助｣とある名前に注目した.年(1741)に埋め立てを行い､活躍したのガ町役人 ここが寛保元年に埋め立て

られた庄吉等慌糖 禁 主語筋 JF9F/溺 丁認 尾iB硝 要覧｣に

'3荒神堂商店街を抜け本通り側から見r=ところ.昭利50年代頃と思っているかここ
も火事で焼けている.荒神望商店街の中ほどにあ

る ｢神泉｣と 刻まれている井戸.芋も使われ てい



r_ - Ⅷ 一 .~･ .･.･･- Lr築姫小軌 この帽 名は新し<付rlら
れ 悪賢配 雷雲ffFqo)8i･[お吉監 岩j妄o

)bbg鵠 コ∴ ｣ ∴ -､ IT:-ltLミ.-::_: ∴ ･_ 丁･･にこの他こ遷座され

た. れたr零玉稲荷大明神｣である.左端にあるのra｢,S比須宇土｣で､戦前に築町

にあった｢大正十二年｣の建立.この通りが｣渥場通り｣(渡堀田)で手前の不通より北の通りは｢麿屋小指｣(昭和六年の地図) 干光等の上がり道にある｢旧天
野曹害の齢と害われていた. 宅跡｣の石垣を見る.(通称

天啓の石垣どちらの小沼も建物疎開で拡幅され広い通り といっていた



ここで例によってrクイズ｣です.
抗に見える､向島の兼吉に見える建物にrう｣と■いてある.子供のころは鼓つくりで､Tうjlaあるの仁伺んでrい

｣や｢は｣2文字がないのかと不忠FAだった. さてこのrろ｣は何でしょうか. テ
レビで放映されたこともあるので知っているかと患いますか､答え

ra? F drF7 7 Lプ ^ JJ ロケ風景リーにJFって

Tくの対kr月別 てのロケL+ですおまけの写六. テレビで
放映されたrてつばん｣のロケ且Jtの石坂. 正し喝のそばにあり

ます.次回の予菖写X.次回の尾iB歩きはこの生語感あふ
れる小路を歩いて｢浮御堂小路｣で出ます. 次回も街歩きを挙

しみに期待してください. 空いたスペースがあっ

たのでおまけの文事です.志羊直哉が尾道に住んでいたのは

｢大正元年の11月から翌年の五月までの半年足らずであ

る.その時のことを干光寺葦LU道にあった三軒長屋に住んでいた

部屋から見た光景をr暗夜行

招｣に揮写した場面である.｢景色はいい所だっ

た.浬ころんでいて色々な物が見えた.前のJSに造船所ガある.



江戸初期にみる尾道繁栄の様子について

住吉神社には興味を惹かれる看造物が多い.玉垣には沌後 ･九州､瀬戸内の各地から等

漬した船の題名と船主(船頭)名が刻まれているので注目するのである.

これを見ていると江戸期から明治初年にかけての尾道湾の繁栄IS;りが分かる.

そこで江戸期における尾ieの繁栄ぶりについて紹介しよう.

r萌.紫紀行｣(宇和二年 1802)には尾遍の様子を ｢町屋五六千軒あり.町通り家居の様

なんと上方に替わる事なし.商家は万の問屋おほし.毒の市､野菜の市たつ.穀物 ･千振 ･

縄種 くわたみ)･塩などつめる船とも､諸国より宇多しく噂梗す. ･さて東南のかたの田端 (は

すれ)に､築出しの新地あり.此の内皆漕屋にて､芸子文郎なんとあり.- ･魚物 ･青物

を文の売りありくこと柄におなじ.｣と､その繁栄IS;りを描写している.

享保鞘から文化初期頃に書かれた ｢芸傭郡雲集｣(異本 ｢理勢志｣)は r広島領内の安芸

国8郡､備後8秒の経済力と各部の民力の比較を試みた地方書である｣

これには尾道について次のように書かれている. T尾道は駅所二而後地相の内なり.

尾道書､栄にて葡徳者膏.都両寺社多く四措/1ヶ所膏2といふ.(中略)

蜘此満船箸にて干潟無2町兵江直二大船つき､積荷等小BBの小越なく笹に取揚げ､陸地丘も

直領相成故､大に便利宜､船頭 .問屋共勝手を得.(中略)

尤陸地も西国往還筋にて海陸運送井利宜場所故､詰荷物融通交易の業長安=付､入津弥増

謁荷物取捌の問屋四拾軒程萄2EB.是等口銭として売買物2代譲に歩範を篤とする業故､

忠はさる大鶴する事もあり､帝hB不束時は難儀も致し､何分盛衰2候得共､一体商ひ致し

能場にて風采者も入湊ひ､殊外人多くにて家居宜壱空地なく､町内にては少々の作毛なく､､

居所に悶候也.(中略)新地にra道立湯屋も育2､他等入来移敷なり.｣と書かれている.

このことから暮雨などの財力によって寺社が維持されていることが分かる.また干潟が

なく直接大船が接岸でき､商品の直揚げ､直積の有利さが運送兼の軽減につながり大船の

紀行を増Z)0させ問屋商事の営業を活矧 ヒさせた.また西国街遍か町中を通っていることも

育利な条件である.ただ､中継ぎ問屋商事を中心にした経済繁栄は不安定で､他国船がも

たらした商品の販売を仲jTL､口銭を取る業務が中心では､競争が激化し､沖乗り航路が

増えると尾道には北前船の寄港が減少し江戸後期には有力問屋の没霜が見られ､それに代

わって壷軌資本による灰塵(橋本家)などの新興商人が台頭してきます.

流通商品と流通経路については ｢図｣を見てZP:しい.

(引用及び参考文献 r尾道大学地域抱合センター双書2 徳川期尾道の経済絹造-問屋商事の展開を中

心に～ 勝突崩生｣ r芸偏軒要集 (埋勢志)｣ r広島藩他方書の研究 飯矢fSl生 薬伝社J

r北前船と届通票との排 煙不JF彦 文芸社｣ ｢尾道市史 第 2善 男5善J

長くなりましたのでここまで. 称名かあれば､芸報などで江戸期におrlる ｢罵遍の7両の繁栄と衰退､

変遷｣について招T｢できればと思っています.
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図 1 徳川期尾道町の都市横能

石見路 出書籍

図3 馴 働 期(17世だ中期)尾道町の商品議通構造
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明治40年こうの庄吉浜と住吉神社の且*.r雁利 (dんぎ)0)上に荷肘 fIみ上TTられている･解

r3- である･右端の向こうに而tR所が見え､中央にiW 並んでいる･ ふるさと



明岩29年～30年こうと思われるJtji市街のaJt. &-仝折1lJ-泣 R fa 偽左下の広qは明治 30年末に善幸をB8姶したr尾jBt連珠式会社｣(火力発t
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◎ 備博史探訪の会
【事務局】

〒720-0824 広島県福山市多治米町5-19-8
TEL O841953-6157

E-mailinfo@bingo-history.net

公式サイト

http://bingo-history.net
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